
藤

原

通

宗

小

考

山

之

内

恵

子

藤

原
通
宗

は
、
後
朱
雀
朝

の
長
久
元
年
断
∞

頃

に
出
生

し

轗
豁
餠
觝
賑
呷
嗾
、

白
河
天
皇

の
応
徳
元
年
舟
鴎

四
月
十

三
日
に
卒

し
た
餌
鱒
呻

一
受

領

層

歌
人

で

あ
る
。
父

は
大
弐
従

三
位
藤

原
経
平

(
長
和

三
年

一
酌

ー
寛
治

五
年
か
℃
)
、
母

は
従
四
位
下
前
上
野
介

少
納
言
日
野
家
業

の
娘

(
一
説
に
高
階

成
順
女

)

で
あ

る
。
弟

に

『
後
拾
遺
和
歌
集

』
撰
者
藤
原
通
俊
が

い
る
。
通
宗
が
身
を
置

い
た

後
冷
泉

、
後

三
條

、
白

河
朝

は
、
摂

関
政

治
か
ら
院
政

へ
の
政
治

史
上

の
転
換

期

で
あ

る
。
ま
た
、
和
歌
史
上

か
ら
見

て
も
拾
遺
集
撰
定
後

の
約

八
十
年
間

の

勅
撰
集
空
白
期

に
あ

た
り
、
種

々
の
問
題
点
を
内
包
す

る
。

こ
の
期

の
歌
壇

の

動
向

に

つ
い
て
は
既

に
諸
先
学

の
方

々
が
、
特
異
な
和
歌
集
団

で
あ
る
六
人
党

や
後
宮

の
女
流
歌
人
、
ま
た
そ

の
周
辺

の
群
小
歌
人
達

の
動
向

に
焦
点
を
当
て

ら
れ

て
考
察

さ
れ

て
い
る
。

こ
う

し
て
こ
の
空
白
期

の
内
状
も
近
年

に
な

っ
て

次
第

に
解
明
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
注
目
さ
れ
る
六
人
党

の
集
団
も

後
冷
泉
朝
か
ら
後

三
條
朝

に
至
る
治
暦
、
延
久
期

に
は
姿
を
消
し
、
通
宗
が
活

躍
を
始

め
る
延
久
期
以
後

は

一
挙

に
白
河
朝
歌
壇

の
形
成

へ
と
辿

っ
て
ゆ
く

こ

と

に
な
る

の
で
あ
る
。

本

稿
で
は
、
こ

の
よ
う
な
時
期

に

一
受
領

層
歌

人
と
し
て
小
野
宮
家

の
歌

風

を
継

承
し
、
歌

学
に
も
専
進

し
た
藤
原
通
宗

の
閲

歴
、
歌
壇

で
の
様
相

、
そ

の

交
友
関
係
な
ど

の
基
礎
的
な
調
査
を

ぶ
ま
え
な
が
ら
歌
学
者
と
し

て
の
通
宗

の

一
面
を
考
察

し
て
み
た

い
と
思
う
。

1

通
宗

に
関
す
る
最

も
早

い
資
料

と
思

わ
れ
る

の
は
、
平
安
時
代

末
期
頃

に
編

纂

さ
れ
た
と
思

わ
れ
、
明
法
道

、
天
文
道

、
陰
陽
道

の
学
者
達

の
勘
申
文

を
集

め
た
臨
麟
噌

『諸
道
勘
文
』
鑼

蝋
喚
』
に
、

天
喜
四
年
十
二
月
少
納
言
能
季
與
二
右
兵
衛
佐
通
宗
一於
二
蔵
町
一有
二
闘

む

む

諍
事

一

仍
除
二
通
宗
籍

一

と
記
さ
れ
る
資

料

で
あ
る
。

こ
れ

に
よ

っ
て
明
ら

か
な
よ
う

に
、

天

喜

四

年

距
相

(
当
時

通
宗
十
六
才
)

に
少
納
言
能
季

(
右
大
臣
藤
原
頼
宗

五
男
。
母
相

模
守
親
時
女

。
長
暦

三
年

き
旭

～
承
暦

元
年

炉
切

。
当
時
十
七
才
)

と
闘
争

し

除
籍

さ
れ

て
い
る
由

で
あ

る
。

ま

た

『
経
衡
集
』
稽

に
、

か
ら
き

の
兵
衛
佐

み
ち
む
ね
の
も
と
よ
り
、
い
と

お
ぼ

つ
か

な

き

ま

て

は
、
な
と

か
そ
の
こ
と

丶
な
く

て
こ
れ

よ
り
も
ま
さ
ぬ
を
、
け

ふ
は
秋

の
節

に
い
れ
ば

、
か
ぜ

に
を
と

ろ
き
と

て

く
す

の
は
の
う
ら

ふ
き

か

へ
す
あ
き
風

に
け

ふ
は
す

～
し
な
せ
み
の
は
こ
ろ

一72一



も

返

し

・
あ
き

か
せ
に
た
よ
り
に
し
も
は
お
と

す
ら
む

う
ら

む
る
く

す
の
は
と
は
し
ら

す

や

と

い
う
贈
答
歌
が
見

え
る
。
詞
書
中

の

「
か
ら

き

の
兵
衛
佐

み
ち
む

ね
」
が
通

宗
と
同

一
人
物

で
あ

る
か
ど
う

か
は
断
定

し
が

た
い
。
し
か
し
、

『
経
衡
集
』

解

題
轜
躰
邸

に
よ
れ
ば
、
そ

の
排
列
意
識

は
秩
序

の
あ

る
こ
と

を
指
摘

さ
れ
、

後
半
部

の
百

二
十
余
首

の
贈
答
歌
を

三
分

し
、

そ
の

一
を

「
天
喜

二
年
筑
前
守

と

し
て
の
九
州
下
向

、又
用
務
再
上
向

に
至

る
ま
で
の
知
友
関
係

の
贈
答

で
あ
」

る
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
贈
答
歌

は
こ
の
部
分

に
適
合
さ
れ
る

の
で
、

こ
れ
を

天
喜

二
年
レ
却

前
後

の
詠
歌
と
す
る
な
ら
ば
、
天
喜

二
年
～
天
喜
四
年
頃
通
宗

ぱ
兵
衛
佐

で
あ

っ
た
ら
し
い

こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
た
だ
、

「
か
ら
き
」
と

は
何
を
意
味

す
る
か
は
不
明

で
あ
る
。
先

の
贈
答

歌

に
続
き
、

お
な
じ
人

の
い
ゑ
な
る
紅

梅
を
、
七
條

な
る
所

に
う

つ
さ
す
と
て
、
こ
ひ

に
や
り
て
侍

し
に
、
お
こ
す
と

て

む
め
か
え
は
ね
こ
し
て
し
き

み
さ
そ
は
れ
ぬ
は
る
き

て
と

は

丶
如
何

か
こ
た

へ
んか

へ
し

は
る
は
た

～
ま

つ
お
も
ひ

い
て
よ
わ
よ
さ
そ
ふ
ん
め

の
た
ち
え
は
に
ほ
ひ
ま

す
や
と

と

あ
る
。
七
條

は
通
宗

の
住
居

の
所
在
地

と
さ
れ

て
い
る
鮎
黼
難
芒
辭
矩
期
幵
勸
黜

合
L

と

こ
ろ
か
ら
、
先
述

し
た
経
衡
と

の
贈
答
歌

と
同
様

に
通
宗

の

二
十
才
前

後

の
詠
歌
と
見

る
こ
と
が
可
能

か
も
知
れ

な
い
。

す
る
と
、
こ
の
頃

、
通
宗

は

七
條

に
移

り
住

ん
だ
と
解

せ
ら
れ
よ
う
。

ま
た
更
に
次

の
贈
答
歌

も
経
衡
と

の

交
友
関
係
を
示
す

も
の
と

い
え
よ
う
。

正
月
七

日
、
周
防
守

み
ち
む

ね
の
が

り
、
言

ひ
や
り
侍

り
し

老

い
に
た
る
人
を
野
辺

に
は
さ
そ

は
な

ん
む

つ
れ
ま

ほ
し
き
若
菜
と
思

ふ
に

か

へ
し

若
菜
ゆ

へ
雪
ま
を
わ
け

て
け

ふ
は
ま

た
と

し
の
数

つ
む
君
を

こ
そ
待

て

通
宗
が
周
防
守
で
あ
っ
だ
期
間
は
、
承
暦
元
年
か
切
十
月
三
日
か
ら
嬰

記
』

永
保
元
年
舟
℃

六
月

二
七

日
島
評
咳
遣
峡
結
細
静
桝
駄

迄

の
四
年

間
で
、
こ

の
い
ず

れ
か

の
年

の
正
月
七
日
に
詠
じ
た
歌
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う

に
、
経

衡
は
通
宗

に
自

分

の
老
を
嘆
き
、
通
宗

の
若
さ
を
う
ら
や
ん
で

い
る
。

ま
さ
に

こ
の
当
時

経
衡

は
七
三
～
七
四
才

と
老
境

に
あ
り
、
通
宗

は
三
十
代

の
末
、
ま
だ
血
気
盛

ん
な
年

令
で
あ

っ
た
。
以
上

の
贈
答
歌
群

か
ら

も
計

り
知
れ
る
よ
う
に
、
通
宗

と
経
衡

の
交
友

は
た
だ
単

に
六
人
党

の

一
員
と

し
て
の
歌
人
経
衡

を
意
識

し
た

の
み
で
は
な
か

っ
た
よ
う

で
、
そ

の
交
友
関
係

は
か
な
り
親
密

で
あ

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

ま
た
、

『金
輩

』
瑳

短

雑
下
猷
五

に
、

範
永
朝
憶

出
家

し
ぬ
と
聞

て
、
能
登
守

に
て
侍
け

る
比
、
国

よ
り
い
ひ
つ

か
は
し
け
る

よ
そ
な
が
ら
世
を
そ
む
き

ぬ
と
聞

か
ら

に
こ
し
ち

の
空

は
う
ち
し
ぐ
れ

つ
～

と
あ

り
、
通
宗

の
能
登
守
在
任
中

の
詠
歌
と
さ
れ
る
。
詞
書
中

の
範
永

の
出
家

は
、
本
歌

に
よ
り
通
宗

の
能
登
守
時
代
と
さ
れ

る
禰
幀
蠍
纏
胝

鶸

蘿
軸
躰
瞰
壁

四
。

こ
の
よ
う

に
範
永
と

の
親
交
も
存
し
た
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
能
登
守
在
任
中

の
実
情
を
語

る
資
料

に
、
延
久

四
年
炉
㊨

三
月
十
九

日
に
任
国
能
登
国
気
多
宮

で
催
し
た
歌
合
が
掲
げ
ら
れ
る
鎚
押
厳
嘲
鰍
。
本
歌
合

は
、
鳥
羽
天
皇
時
代

の
嘉

承

二
年
研
セ

か
ら
大
治
四
年
ン
か

頃
ま

で
に
、
中
世
和
歌
界

の
宗
教
性

の
あ
ら

わ
れ
と
し
て
急
増
す
る
寺
社
歌
合

の
最
古

の
も

の
と
さ
れ
、
大

い
に
意
義
深

い
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も

の
で
あ

る
と

い
え
よ
う
。

『
古
事
類
苑
』
神
柢
部
八
七

「
気
多
神
社
」

に
、

気
多
神
社

ハ

=

一
気
多
大
神
宮

ト
稱

ス
、
能
登
國
羽
咋
郡

一
宮
寺
家
村

二
在

り
、
延
喜

ノ
制
、
名
神
大
社

二
列

シ
、
後
本
國

ノ

一
宮

ト
稱

ス
、
現
今
國
幣

中
社

タ
リ

と
あ

り
、
大

己
貴
命
北
国
経
営

の
拠
点
と
伝

え
ら
れ

て
い
る
。
当
歌
合

に

つ
い

て
は
、
萩
谷
氏

の

『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
第

四
巻

に
詳

し
い
が
、
そ

の
形
式

は

十
題

五
番
異
題

の
歌
合

で
、
各
番
左
右

の
題
(松
鴬

桜

卯
花
郭
公

榊
鹿
紅
葉

雪

千
鳥
)
が
類
似

し
た
情

趣
を
持

つ
な
ど

と
主
催

者
通
宗

の
歌
道

の
技
倆

を
認

め
得

る
も
の
で
あ

り
、
ま

た
極
め
て
細
か

い
配
慮

が
感

じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ

の
歌
合

の
詠
作
者

と
し
て

明
確
な

の
は
橘

成
元
、
国
元
、
源
緑

、
行
宗

等
で
あ

る
。
成

元
は
永
保

元
年

舮
℃

近
江
少
掾

と
な

っ
た
五
位

の
歌
人
で

『後

拾
遺
集

』
に

一
首

(春

下
御
)
、
『
金

葉
集
』

に

一
首

(
夏
鯢
)
入
集

し
て
い
る
。
国
元

は
、
住
吉

の
神
主

で

『後

拾

遺
集
』
の
作
者
(
-

°
09
°
認

7
■

4

0ノ
)
、
そ
し
て
『
後
拾
遺
集
』
の
異
名

『
小
鰺
集
』
を
残
し

た
津
守
国
基

で
あ

ろ
う

か
と
思
わ
れ

る
。

『
津

守

国

基

集
』

に
臨
噺
胴
勵
駄

に

国
基
が
通
宗

の
能
登
守
在
任
中

に
贈

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

能
登
守
正
月

つ
ご
も

り
頃

に
こ
し
地

は
ま
だ
雪
埋
も
れ

て
な
む
あ

る
と
云

ひ
お
こ
せ
て
侍

り
し
か
ば

思
遺

る
ま
だ
雪
深
き
越
路

に
は
霞

む
空

を
や
春

と
見

る
ら

む

の
歌
が
あ

る
。
国
基

は
お
そ
ら
く
治
安

二
年

ン
黔

か
ら
康
和

四
年
舮
ン

迄

生
存

し
、当

歌
合

時
に
は
五
十
才
程

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
つ
そ

の
家
集

か
ら
顕
季
、

公
房

、
顕
綱

、
通
宗
白

河
院
側

近

の
歌
人
達

、
ま
た
良

暹
、
成
助

、
公
基

、
範

永

、
俊
綱

、
頼
家
等

の
受
領
階
級
歌

人
達

と
も
交
友
が
あ

っ
た
こ
と
が
知

ら
れ

る
。

そ

の
交
友
範

囲
は
か
な
り
広

か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
源
緑

は
、

『
和
歌
色

葉
』

「
名
歌
仙
者

」
に

「
通
宗
朝
臣

同
時
」
と
あ

り
、

「
同
時
」
と

は
通
宗
と

同
時
代
の
人
物
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
彰
考
館
文
庫
本

『後
拾
遺

和
歌
集
』
勘
物
に

「住
越
後
国
、
仍
号
越
後
君
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
越
後
に

存
住
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『後
拾
遺
集
』
に
三
首

(m
価
叨
)
入
集

す
る
。
皿

(春
上
)
劇
轄
叡
筋
岶
哩
郵
齣
憾
砿
騨
読
は
、
本
歌
合
歌
で
あ
る
。
行
宗
は

『千
載
集
』
歌
人
の
深
行
宗
と
、

『尊
卑
分
脈
』
粥
娘
門

に
見
え
る
従
五
下
越

　

　

後
守
藤

原
信
経
男

と
筑
後
権
守
藤
原
行
宗
が
考

え
ら

れ
る
。
源
行
宗

は
康
平

七

年

か
四〇

;
康

治

二
年
陣
き

存

生

の
歌
人

で
、
本
歌
合
時

に
は
わ
ず

か
九
才
t
か

な

っ
て

い
ず

、
年

令
的

に
遭

遇
し
な

い
の
で
、
こ

の
行
宗
は
藤

原
行
宗

で
あ

ろ

う
と
思
わ
れ
る
。
以
上

の
よ
う

に
通
宗
が
主
催

し
た
気
多
宮

歌
合

に
出
席
し
た

歌
人
達

は
、
成
元
や
国
基

の
よ
う
な
地
下
受
領

層
歌
人
や
僧
侶

で
構

成
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
そ

の
年
令
関
係
は
、
通
宗
三

二
才
、
国
基

陥
断
赫

は
も
ち
ろ

ん
お

そ
ら
く
源
緑
も
通
宗

よ
り

は
年
長

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
個

々
の
歌
人

の
詠
歌

は
、
萩
谷
氏
が
前
掲
書

に
も
述

べ
て
お
ら
れ

る
が
、
古
歌
を
意
識

し
た
歌
が
多

い
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら

は
ど
れ
も
が
題
詠

に

よ
る
形
式
的
な
表
現
類
型
を
保

ち
、
古
歌
を
踏
襲

し
た
型

で
詠
作
さ
れ

る
が
、

平
懐
、

か

つ
技

巧
的

な
要
素
が
濃
厚

で
あ

る
。
歌
学
者
通
宗

や
地
下
受
領
層
歌

人

に
と

っ
て
は
こ
う
し
た
詠
歌

を
意
識

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か

っ
た
当
時

の
和

歌

界

の
現

状
も
理
解

で
き

る

の
で
あ
る
。

本
歌
合
に
関
し
て

『
和
歌
文

学
大
辞

典
』

「
気
多
宮

歌
合
」
項
で
峯
岸

氏
は
、

中
央
歌
人
が
地
方

に
歌
合
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
、
次

々
と
催
さ
れ
た
寺
社

歌
合
を
地
方
で
催

し
て

い
る
点
は
意
義
深

い傍
点
筆
者

ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、

「
地
方

に
歌
合
を
普
及
さ

せ
よ
う
」
と

い
う
意
識
を

洞
察

す
る

の
は
疑
問
が
残
る
。
む
し

ろ
そ

の
よ
う

に
地
方

で
歌
合
を
催
す
と

い

う
事
実
は
、
あ
く
ま
で
も
中
央
部
歌
人
達
を
意
識
し
た
も

の
で
あ

ろ
う
か
と
考

え
ら
れ
る
。
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以
後
、
急
増

し
て
ゆ
く
社
寺
歌
合
が
宗
教

の
政
治

へ
の
接
近

に
よ

っ
て
歌
合

そ

の
も
の
が

し
だ

い
に
文
芸
主
義
的
世
界

を
展
開

し
、
和
歌
史
上

に
於
け

る
中

世
化

へ
と
辿

っ
て
ゆ
く
。
そ

の
丁
度
転
換
期

に
あ

た
る
の
が

こ
の
延
久

四
年
気

多
宮
歌
合
と
見

る
と
、

『
後
拾
遺
集
』

で
初

め
て
の
神
祇
、
釈
教
部

の
新
設
な

ど
を
考
え
併

せ
る
と
、
既

に
こ
の
期

に
和
歌
史
上

に
於
け

る
中
世
化
が
萠
芽
さ

れ
始

め
て
い
た
現
象
を
も
推
察
す

る
こ
と
が

で
き

る
の
で
は
な

か
ろ
う

か
。

通
宗
が
能
登
守
と
し

て
在
職

し
た
期
間

は
、

お
よ
そ
延
久

四
年

か
二〇

か
ら
、

承
保

三
年
炉
憩

間
と

み
ら
れ

る
の
で
あ

る
。
政
治
史
上

で
は
こ
の
延
久

四
年

十

二
月
八

日
白
河
院

に
よ
る
院
政
が
開
始

さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
能
登
守
通
宗

に

つ
い
て

『
今
昔
物
語
』
第
3ー
ノ
21

「
能
登
ノ
国
.
鬼
屋

コ
ト

嶋
.
語

」
に
は
、
通
宗
が
能
登
守
任
果

て
の
年
光
浦

の
海
人

を
酷

使
し
、鮑
を
収

奪

し
た
為

、
海

人
は
越
後
国

に
逃

亡
し
て
し
ま

っ
た
話

を

伝

え

て
い
る
。
当

時
、

こ
の
よ
う

に
国
司
が
地
方

で
悪
事

を
働
く

こ
と

は
時

の
勢

い
で
も
あ

り
、

通
宗

も
こ
の

一
例

に
ま
ぬ
が

れ
な
か

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

こ
う

し
て
通
宗

は
能
登
守

か
ら
周
防
守

に
任
ぜ
ら
れ

る
わ
け
だ
が
、

『
水
左

記
』

に

「
散
位
藤
原
通
宗
任
周
防
守
蟾
嶝
任
」
と
あ

り
、

こ
の
間
何
年

か
散
位

で

あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
そ

し
て
散
位
時
代
も
経
、
承
暦
元
年
炉
切

十
月

三

日
に
周
防
守
に
任
ぜ
ら
れ

て
い
る
霾

記
』。
そ
の
任
国
周
防
に
下
る
際
に
通

宗

は
、

『
後
拾
遺
集
』
春
上

挧
に
、

周
防
守

に
ま

か
り
下
ら

ん
と

し
け

る
に
、
家

の
花
を

し
む
心
人
く

よ
み

侍
り
け
る

に
よ
め
る

お
も

ひ
お
く

こ
と
な

か
ら
ま
し
庭
桜
ち

り
て
の
後

の
ふ
な

で
成

せ
ば

と
詠

ん
で
い
る
。
周
防

に
下

っ
て
し
ま
う
と
、
数
年

は
歌
壇

か
ら
遠
ざ

か

っ
て

し
ま
う

こ
と

に
な

る
。
そ

し
て
、
そ

の
船
出
も
桜
が
咲

い
て
の
後

で
思

い
残
す

こ
と

は
な

い
が
、
や

は
り
都

に
は
思
慕
が

の
こ
る
。
通
宗

の
こ
う
し
た
受
領
層

歌

人
の
諦
感

や
愁
歎
が
感

じ
ら
れ
る
。

周
防
守

に
任
ぜ

ら
れ

た
そ
の
翌
年

の
承
暦

二
年
廿
鱒

四
月

三
十

日
、
通
宗

は

内
裏
後
番
歌
合

に
若
年
九
才

の
通
輔

に
代

っ
て
出
詠

し
た
。
そ

の
模
様

は

『
袋

草
紙
』
上
巻

「
和
歌
人
心

々
也
」

に

承
暦
歌
合
時
、
俊
頼
、
殿
上
人
、
基
俊
、
国
基
、
輔
弘
、
周
防
内
侍
、

伯
母
等
歌

不
レ
入

レ
之
。
又
通
宗
依

レ
爲

二
歌
仙

一
此
度
聴
二
昇

殿

一
不

レ

入

レ
之
。
後
番
纔

一
首
入

レ
之
云

々
Q

と
あ

り
、
ま

た

通
宗
朝
臣
昇
殿
云

々
。
彼
申
云

、
未

レ
承

二
及
先
t
蹤

㌔

彌

目
出
事
也

云

々
。
兩
丞
相
感
歎
、
彌
増
二
面
目

一
者
也
。

と
語
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
承
暦
後
番
歌
合

は
、
前

に
催
さ
れ
た
内
裏

歌
合

で
白

河
院
側
近

の
右
方
が
判
者
顕
房

に
よ

っ
て
負
け
と
な
り

こ
れ
を
不
満

と
し
た
白

河
院
、
及
び
そ

の
側
近
歌
人
達
が
再
度
催

し
た
歌
合

で
あ

っ
た
餌
牌
鮟
嘲
踊
。
そ

の
歌
合

で
通
宗

は
四
番
歌
題

「
桜
」
を
、

を

し
む

に
は
ち
り
も
と
ま
ら

で
桜
花
あ
か

ぬ
心
ぞ
と
き
わ
な
り
け
る

と
、
番
え
た
匡
房

は
、

山
桜
惜
し
む

に
散
ら

ぬ
物
な
れ
ば
花

は
春

と
も
か
ぎ
ら
ざ
ら
ま
し

と
詠
み
、
白
河
院

は

「
い
つ
れ
も
お
な
じ
心
な
り
」
と
勅
判
を
下
し
、
持
と
な

っ
て

い
る
。

こ
の
歌
合

の
歌
人
構

成

は
、
白
河
院
側
近
集
団

(
通
俊
、
匡
房
、

伊
家
、
顕
綱
、
公
実
、
公
定
ら
)

の
み

で
当
時

の
摂
関
、
貴
族
ら
を
排
斥
し
た

か

た
ち
を
と
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
頃
、
弟
の
通
農

響

驫

嬲

鸛

月

は
公
私
と
も
に
あ
わ
た
だ
し
い
日

々
を
送

っ
た

よ
う

で
あ
り
蘓

覘
許
』、
ま
た
父
経
平

鞣
蠣
姻
麻
証
朋
太

は
こ
の
九
州

在
任

中

に
宋
と

の
交
易
を
密
か

に
し
、
こ
れ
が
後

に
孫
忠

の
愁
訴

に
よ

っ
て
失
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脚

の
危
険
を
生

じ
上
洛
す

る
譎
噛

。
そ
・し
て
、
陳
状
を
提
出

し
た
り
、
通
宗
も

関
白
師
実
や
大
納
言
俊
房

に
そ
れ
ぞ
れ
牛
を
贈

っ
て
奔
走

し
て

い
る

蘇

駐
嘛
糖

肝
覯

。

こ
の
頃
通
宗

は
璽

才
。

前
述
し
た
承
暦
四
年
の
歌
合
か
ら
三
年
後
の
永
保
元
年
舟
℃
六
月
二
七
日
。

通
宗
は
若
狭
守
に
任
ぜ
ら
れ

て
い
る
鶚

蘿

詳

舞

盤

文
』。

『水
左
記
』

「
承
暦

四
年
舟
○〇

三
月
十

五
日
・
五
月

廿

一
日
条
」
に

「
若
狭
守
政
長
」
と
あ

り
、

同
十
月
九

目
条

に

「
周
防
守
通
宗
」
と
見

え
、

『
弁
官
補
任

』
「
応
徳

元
年
条
」

　

ロ

む

に

「
藤
原
正
家

六
月

廿
二
日
遷

二
任
若
狭
守

一
」
と
あ

り
、
通
宗

は
こ
の
記

録
中

の
政
長
と
正
家

の
間
、

つ
ま

り
応
徳
元
年
舟
叨

四
月
十

三
日

に

歿

す

る

鶲
囀
牌

迄

の
三
年
間
若
狭
守

で
あ

っ
た
事
実
が
認

め
ら
れ

る
。

そ
し
て
こ
の
若

狭
守

の
在
任
中

の
永
保

三
年

舟
勳

三
月

二
〇
日
に
は
、
篤

子
内
親

王
家
侍
所
歌

合
A羆

認

に
判
者
を
つ
と
め
て
い
る
。
篤
子
内
親
王
は
、
後
三
條
天
皇
の
第

四
皇
女

で
堀
河
天
皇

の
中
宮

と
な
ら
れ

た
方

で
本
歌
合
時

に
は
二
四
才

で
あ

っ

た
。
出
詠
歌
人

は
侍
所

の
人

々

(仲
実
、
時
房

・
経
兼

・
範
永
ら
)

で
構
成

さ

れ

て
い
る
。

こ
の
時

の
通
宗

の
判
詞

は

『
袋
草
紙
』

に
引
用

さ
れ

て
い
る
が
、

そ

の
評
語

は
考
察

す
る
限

り
で
は
き
わ
め
て
保
守
的

で
穏
当
、
常
識
的

な
判
詞

と
し
て
受

け
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、

『後

二
條
師
通
記
』
同
年
十

二
月

七
日
条

に
、

(通
)

賀

茂
臨
時
祭
如
常

、
内
大
臣
i

、
師
公
卿
五
入
侍

也
、
使

通

宗

、
申

剋

事

p畢
力

旦
膕
=幽
、
因

薦
=幽
延
引
了

と
見
え
、
通
宗
が
賀
茂
臨
時
祭
の
使
を
つ
と
め
た
ら
し
い
。
こ
の
若
狭
守
在
任

の
事
は

『中
右
記
』

「大
治
四
年
閏
七
月
十
日
」
や

「故
若
狭
守
通
宗
朝
臣
女

子
達
歌
合
」
等
に
見
え
て
い
る
。

こ
の
頃
通
俊
に
は

『後
拾
遺
集
』
撰
進
の
下
命
が
下
り
撫
齷
鱆
腋
鈩
酌
㌔
後
、
彼

は
承
保
三
年

炉
旭

か
ら
九
年
目

に
し
て
参
議
と
な

っ
て
余
暇
も

で
き
た

の
で
応

徳

元
年

舟
四O

頃
か
ら

『
後
拾
遺
集
』
撰
進

に
着
手
し

て
い
る
。
そ
れ

よ
り

ニ
ケ

月
後

の
応
徳

元
年
四
月

十

二
日

に
通
宗

は
他
界
し
た
。
時

に
四
十
三
才

の
短

い

生
涯
で
あ

っ
た
。

2

こ

の
章

で
は
歌
学
者
と
し
て

の
通
宗
を
考
え
て
み
た

い
。

『
袋
草
紙

』
が
称

ず

る
如
く

〃
歌
仙
"
と
し
て
通
宗

の
名
声

は
高
か

っ
た
。
そ

の
業
蹟
と
し
て
彼

は
古
今
集

の
校
本
を
作
成
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
貫
之
自
筆

と
伝
称

さ
れ

る
小
野
宮
皇
太
后
御

本
を
忠

実

に
書
写
し
、
見
返
し

に
通
宗

の
識
語
を
記
し
、

陽
明
門
院
御
本
を
以
て
校
合
し
た
通
宗
本
と
言
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
こ

の
本

は
通
宗

の
書
写
後
、
宮

で
焼
失
し
た
が
そ

の
時
期

は
不
明

で
あ
る
。
そ
し
て
こ

れ
を
後

に
遠
縁

に
あ
た
る
清
輔
が
、
隆
緑

(
隆
忠
男
、
母
通
宗
女
)
を
通

し
て

入
手
し
、
他

の
伝
本
を
校
訂
し
た
漕
輔
本
を
成
立
さ

せ
る

に
至

っ
た
よ
う

で
あ

る
籍
所
鑼
か
砥
鵬
黏
』.、
通
宗

は
こ
の
よ
う

に
歌
学

に
も
精

通
し
た

よ
う

で
、
彼
が

継
承
し
た
小
野
宮
家

の
歌
学
や
伝
統

は

『
後
拾
遺
集
』

の
清
書
を
し
た
と
伝
え

ら
れ
る

鶴
駿
草

通
宗

の
次
男
隆
源

(
生
歿
年
未
詳
。
康

和

一
℃
軌
軌
ー
年
間
ー
天

仁

=

℃
訊
-
年
間

に
活
曜
)
や
、
外
甥

の
忠
兼

(隆
忠
男
、
°母
通
宗
女
、
万
葉

学

に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
)
ら
を
経

て
六
条
藤
家

の
清
輔
や
顕
昭

へ
と
継
承
さ

れ

て
い

っ
た
よ
う

で
あ

る
。
そ
う

し
た
意
味

に
お
い
て
は
通
宗

の
歌
学

は
、
中

世
歌
学

へ
の
橋
渡

し
的

な
存
在
と

し
て
重
視

し
て
も

よ
い
だ

ろ
う
。

通
宗

に
は
家
集
が

な
い
。
編
ま
れ

た
か
も
知
れ

な
い
が
実
存

し
な
い
。

こ
の

よ
う

に
歌
学
者

と
し
て
、

ま
た
専
門
歌
人
と

し
て
の
通
宗

に

つ
い
て
考
察
す

る

に
は
余

り
に
も
そ
の
資
料

に
乏

し
い
。
彼

の
実
作

さ
れ

た
歌

と
し
て
目
に
触
れ

る
も
の
は
、

『
後

拾

遺

集
』

に
四
首

(
慨
跚
切
鵬
)
と

『
金

葉

集
』

の

一
首

(
4

出
家
後
の
範
永

65

.
に
送
つ
た
歌

)
そ
れ

に
先
述
し
た
経
衡
等
交
友
関
係

に
あ

っ
た
歌
人
と

の
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贈
答
歌

に
み
ら
れ
る
数
首

で
あ
る
。

こ
の

『
後
拾
遺
集
』

の
四
首

は
す
べ

て
四

季
歌

で
あ

る
。

『
日
本
文
学
史
』

「
中
古
編
」
所
収

の

「
後
拾
遺
集

の
歌
風
」

項

で
、
範

氷
(
3
た
つ
ね
つ
る
宿
は
霞
に
う
つ
も
れ

2

て
谷
の
う
ぐ
ひ
す
一
こ
ゑ
ぞ
す
る
)
、
快
覚

法
師

(
靭
凝
麓
硬
从
齢
灘
獅
に

設

隸

の
の
歌
と
、
通
宗

の
跚
の
、

秋
風

に
し
た
ぼ
や
寒
く
な

り
ぬ
ら

ん
こ
は
ぎ
が
原

に
鶉
な
く
な
り

を
掲
げ
、

「
新

し
い
叙
景
歌

へ
の
萠
芽
」

で
あ

る
と
指
摘
す
る
。

こ
の
歌

は
晩

秋

の
風

に
萩

の
下
葉
も
寒
く
な
り
、
そ

こ
を
さ
ま

よ
う
鶉

の
姿
も
佗
し
く
哀
れ

で
あ

る
と

い
う
情
景
を
詠
じ

た
も

の
で
あ

ろ
う
。
鶉

は

『
万
葉
集
』

に
、

う
づ
ら
鳴

ふ
り

に
し
里

に
秋

は
ぎ
を
思

ふ
人
ど
ち
あ

ひ
み
つ
る
か
も

(
855
)

う
づ
ら
鳴

ふ
る
し
と
人

は
お
も

へ
れ
ど
花
橘

に
に
ほ
ふ
こ
の
や
ど

(
0295

)

と
見
え

る
よ
う

に
、
鶉

は
野

に
住
む
も

の
で
あ
る
ゆ
え

に
荒
れ
さ
び
た
感
じ
を

描
写
す
る
も

の
と
し

て
用

い
ら
れ
て

い
る
。
ま
た

『
古
今
集
』
巻
十
八

・
雑
下

兜
、
業
平
朝
臣

の

「
年
を
経

て
す
み
こ
し
里
を

い
で
丶
い
な
ば

い
と
ど
深
草
と

や
な

り
な
む
」

の
返
歌

で
あ

る

野
と
な
ら
ば
う
づ
ら
と
鳴
き

て
年

は
経
む
か
り

に
だ

に
や

は
君

は
こ
ざ
ら
む

(
よ
み
人
し
ら
ず

・
兜
)

は
、

『
伊
勢
物
語
』

一
二
三
段

「
深
草

の
里
」

の
材

料

と
な

っ
た
よ
う
で
、
こ

の
鶉

は
か
な
り
人
事
的

に
詠
ま
れ
、
情
趣
的
な
世
界

を
作
り
あ
げ
て

い
る
と

い
え
よ
う
。

『
古
今
和

歌
六
帖

』
に
も
鶉

を
詠

じ
た
次

の
歌

が
あ

る

庭
草

を
う
づ

ら
ふ
す
ま
で
は
ら
は
せ
じ
小
鷹

手
に
す
ゑ
こ
ん
人
の
た
め

(
お
、

ち

の
王
女

)

こ

こ
で
は
、
荒

れ
た
家
に
鶉

の
住
む
こ
と
、
そ

の
鶉

を
人
が
狩

る
こ
と
を
詠

じ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
万
葉
集

か
ら
の
伝
統

的
な
発
想

を
通
宗

は
彼

の
詠
歌

の

中

に
と
り
込

ん
で
い
る
。
そ

の
態
度

は
、あ

く
ま
で
も
古
歌

の
伝
統

を
保
持

し
、

土
台

に
し
な
が
ら
も
そ
れ
と

は
幾

分
か
趣

の
異
な

っ
た
世
界

を
形
成

し
よ
う
と

す
る
意
図
的
な
方
法
が
試

み
ら
れ

て
い
る
。

そ
れ
が

「
新

し

い
叙
景
歌

」
を
生

み
出
し
た
起

因
で
あ

ろ
う
。

つ
ま
り

『
古
今
集
』

や

『後

撰
集
』

に
よ

っ
て
す

で
に
歌
本
来

の
心
や
詞
が
読

み
尽
く
さ
れ
、
そ

の
後

を
受

け
て
詠
作

上
で
は
こ

の
よ
う
に
古
来

か
ら
詠
ま
れ
て
き
た
歌

を
新

し

い
感

覚
で
詠
む
試

み
が
な

さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
試

み
は
数

人

の
歌
人
達

に
よ

っ
て
行

な

わ

れ

た
よ
う

で
、
先
述
し
た
気
多

宮
歌
合

の
出
席
者
津
守

国
基

な
ど

は
通
宗

と
は
ま

た
異
な

っ
た
面

で
の
新

し

い
叙
景

歌
を
生
み
出
し
て
い
る
よ
う

に
も
感

じ
ら
れ
る
。
こ

,れ
が
、

『
金
葉

集
』
的
な
新

し

い
叙
景
歌

の
誕

生
を
前

に
、
'既

に

こ
の
期

に
醸

成
さ
れ
始
め

て
い
る
現
象

を
認
め
て
よ
い
だ

ろ
う
。

し
か
し
、
通

宗

の
歌
か
ら
受
け
る
印
象

は

一
見

平
淡
で
、
革
新
的

な
気

風
は

全

く
感
じ
さ
せ
な

い
が
、
歌

学
者
と
し
て
そ
の
詠
作
態

度
は
古
典

か
ら
探
究

し

そ
れ
か
ら
得

た
知
識

は
お
の
ず

と
洗
練

さ
れ
た
巧
緻

な
詠
歌
と
な
る
の
で
あ

ろ

う

か
。
彼

の
作

品
は
、
平

明
な
調

べ

の
中
に
新
鮮

な
自

然

の
題
材

を
扱

っ
た
歌

が
多

い
が
、
そ
れ

は
称
揚

す
る
ほ
ど

の
も

の
で
は
な
い
。

こ

の
よ
う
な
通
宗

の
歌
作

上

の
類
似

し
た
視
点

を
、
彼

が
親

交

の
あ

っ
た
と

思

わ
れ
る
経

衡
や
範

永
に
も
見
い
出
せ
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ

は
六
人
党

の
中

で
も
特

に
彼

等
と

の
つ
な
が
り
を
認
め
得

る
の
は
、
あ
る
い
は
彼
等

の
影

響
を

考

え
て
も
よ
い
か
も
知
れ

な
い
。

以
上
、
通
宗

の
動
静

の
概
略

と
歌
学
者

と
し
て
の
彼

の

一
面

を
考
察

し
て
見

た
。
後

三
條
、
白
河
朝

の
親
政

に
参
与

し
て
力
を
持

っ
た
父
経
平

に
傾
倒

し
、

ま

た
白
河
天
皇

に
近
侍

し
て
官
位

に
恵

ま
れ

た
弟
通
俊

に
較
ら
べ
る
と
、
通
宗

は
公
卿

に
も
至
ら
ず
官
位

に
は
恵

ま
れ

な
か

っ
た
。

そ
し
て
そ

の
生
涯

の
ほ
と

ん
ど

を
地
方
官
と

し
て
過
ご

し
て
い
る
。
和
歌
六
人
党

の
後
を
受
け

一
受
領
層

歌
人

と
し
て
、
ま

た
歌
学
者
と

し
て
活
躍

し
た
通
宗

の
評
価
も
、
白
河
歌
壇
形

成
期
、
そ

し
て
勅
撰
集
撰
集
を
前

に
そ
め
意
義
を
認

め
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う

か
。
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